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第 2 7 回上信越神経病理懇談会

世 話 人 　 高 橋 均 （ 新 潟 大 学 脳 研 究 所 病 理 学 分 野 ）

日時　 2 0 0 1 年 1 1 月 3 日（土）

会場　新潟大学医学部　第1実習室

l ． 臨 床 的 に は g e r m i n o m a と 考 え ら れ た 中 脳 蓋 部 腫 瘍 の 一 例

村 田 貴 弘 * ， 多 田 剛 * ， 伊 泊 広 二 * ， 酒 井 圭 一 * ，

田 中 雄 一 郎 * ， 本 郷 一 博 * ， 小 林 茂 昭 * ，

小 林 基 弘 * * ， 佐 野 健 司 * *

*
信州大学脳神経外科

* *
同 中央検査部病理

症例 : 患者 : 2 8 歳
,
男性.

主訴 ･ 現病歴 : 複視 ･ 頭痛. 平成 1 2 年 7 月頃

より上方視に て 複裸出現, 1 1 月に急性水頭症によ

る激 し い 頭痛 に て 発症 し た . 他院 M R I に て 中脳

蓋部腫癌による中脳水道閉塞を認め, 脳室腹腔短

絡術を施行された . F oll o w u p M R I に て 腫癌増大

あり平成 1 3 年3 月当科紹介とな る.

現症 : 意識清明. 瞳孔同大, 対光反射両側鈍麻 .

P a ri n a u d 徴候 と 付随 する複視を認 め た
. 頭部

M RI で 腫癌は 中脳蓋に主座を置 き両側硯床 に進

展 して い た
. T l ･ T 2 強調画像で共に等吸収域

で , G d - D P T A に て ほぼ 均 一 に 腫癌 は造影さ れ

た
. 最大径 2 5 m m で境界は不整, 両側視床に腫癌

浸潤が疑われた .

手術所見 : 4 月 に神経内視鏡的腫癌生検術を施

行 し た
. 軽度赤色 の 腫癌を中脳水道周囲に認 め

,

中脳水道は閉塞 し て い た . 数カ所 に て 生検を行 っ

た
. 出血は軽度 で あ っ た . 腫癌内執 ま柔軟 で あ っ

た .

病理所見 : 組織球 の増生を伴う小型 か ら中型 の

リ ン パ球浸潤と反応性 a st r o c yt e の増殖を認め た .

T c ell と B c ell か ら なる リ ン パ球が禰慢性に浸潤

し
,

一

部 で は血管周囲に集簾 し て い た . H E 染色

標本で は明ら か な g e r m i n o m a c ell は認め な か っ

た . 群馬大学第
一

病理学教室 で 行われた免疫染色

で も PI A P
,

P A S 陽性の g e r m i n o m a c ell は認 めな

か っ た .

術後経過 : こ の ため外来 で M R I fo 11 o w u p を行

っ て い た. 徐 々 に腫癌増大を認 めた ため t e st r a di-

ati o n 2 0 G y を施行
,

r a di ati o n 後 の M R I で腫癌 の

縮小を認め臨床的に は g e r m i n o m a と考え られた .

総量 4 6 G y の 放射線療法を行 っ た . 施行後 の M RI

で 腫癌は ほ ぼ消失 し て お り
,

痕跡程度 と な っ た
.

経過良好 で現在外来 fo 11 o w 中 で ある.

討論 : 検討会に て g e r m i n o m a の 可能性 が高か

つ たが
,

リ ン パ 球の 核に
一

部不整な もの を認め
,

特殊な タ イ プ の 1y m p h o m a の 可能性も指摘 され
,

確定診断は得 られな か っ た
.
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図 1 組織球 の 増生を伴 う 小型 か ら 中型 の リ ン パ 球浸潤 と 反応

性 a st r o c y t e の 増殖を認 め た ( H E) .
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図 2 T c e ll と B c e ll か ら な る リ ン パ 球 が 禰憎性 に 浸潤

し
,

一

部 で は血管周囲 に 集族 し て い た ( H E) .


